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米国の入試システムとアドミッションズオフィスの実際
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1. はじめに

　日本における入学試験は，従来の筆記試験のみの

体制から，面接や一芸入試など多様化の道を取りつ

つある。しかしながら，全体に占める割合は非常に低

く，入試の多様化が全体に及んでいるわけではない。

そんな中で，1997年の中央教育審議会の答申（注１を

受け，東北大学，筑波大学，そして九州大学が，2000

年から米国のアドミッションズオフィス（AO）を導

入して入学希望者のきめ細かい評価をする旨の発表

があった（読売新聞 1998）。東北大学では工学部新入

生1,000人のうち200名をAO管掌の入試により入学

判定を行う予定をしている。しかし，米国のAOを単

純に日本のシステムに組み込むことができるのであ

ろうか。折良く，我々は1998年2月に米国４大学【ポー

トランド州立大学（オレゴン州），ウィスコンシン大

学マディソン校（ウィスコンシン州立），オハイオ州

立大学コロンバス校，カリフォルニア大学バーク
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レー校（カリフォルニア州立）】を訪問し，米国の入

試システムとその事務組織について調査してきた。

その入試システムの概略は本誌４号に速報として詳

しく述べた（細川 1998）。本論文では，上述の４大学

の組織としてのAOについてその役割や規模等につい

て報告する。

2. 米国の大学入学制度の概要

　一般に日本のような大学独自の筆記試験による入

試は実施しない（細川 1998，池田 1996）。代わりに

政府から独立した非営利団体によるテスト、SAT

(Scholastic Aptitude Test)、ACT (American College Test

program)を利用する。いずれも年に6回程度の実施日

があり全米で容易に受験することができる。これら

のテストの目的は高校で得た知識を問うことではな

く、大学の講義を受講するための能力を確認するこ

とである。高校での成績としてはGPA(Grade Point

Average)とClass Rankを利用する。高校での評価は一

般に4段階で行われ、１から４までの値が与えられ

る。GPAは全教科の平均点である。したがってGPA

の最高は４になる。Class Rankはクラス中の順位で，

クラスの人数に応じて1から100の点数が比例配分さ

れ，１番には100点が与えられる。さらに，高校で学

ぶべき教科とその必要単位数も大学毎に指定される。

これらのデータの重み付けは大学によって異なり、

それぞれ優秀な学生を判定するために研究した結果

を利用している。入学者の選抜は以上のデータを利

用するのみなので、かなりの部分は機械的に選抜す

ることが可能であり、実際にコンピュータが利用さ

れている。大学独自のテスト（面接や小論文も含む）

がないことが多いため、公立大学では教官が入試に

関与することはまれである。また，一般に文系理系の

区別，あるいは学部毎の入学条件の違いはなく，一括

して入学許可を与えるので，学生は入学後学部を選

ぶことになる。ただし，各学部学科を主専攻として選

ぶ場合に一定の必修科目があり，その履修が必要に

なるので，全くの自由ではない。人気のある学科に入

ることは，日本と同様競争的であり難しい。入学者は

新１年生だけではなく，転入生（トランスファー）や

留学生も含まれる。転入生は表１の２年制コミュニ

ティーカレッジあるいは別の大学からの申請者であ

る。一方，入学の要件が大学によって異なるために，

AOによる積極的な広報活動が必要になる。また，多

くの学生が奨学金を必要とするので，その手配も入

学希望者にとって重要な問題であり，AOがその役割

を果たすことになる。以下にそれぞれの大学の統計

資料（Time 1997, NewsWeek 1997）とAOの組織の概

要を紹介する。

2. 1 ポートランド州立大学

　今回訪れた中では最も入学が容易な大学である。

今のところアドミッションズオフィスが入学を拒否

したことはないが，近い将来入学者を選抜すること

が推測される。学部学生総数10,800名。州外出身者

18%、70%が白人。わずか27%の学生のみが4年間で

卒業している。1学年のフレッシュマン入学者数はお

よそ1,200名が限度である。実際には1,400名が入学

許可され800名が入学している。学生と教官の比は

25:1。州内出身者の授業料は年間3,400ドル、州外出

身者は11,000ドル。42%が奨学金を得ている。奨学

金（返還の必要なし）の平均は年額1,800ドル、ロー

ン（返還の必要あり）の平均は年額4,300ドル。80%

をこえる学生が何らかの方法で働きながら就学して

いる。

　ポートランド州立大学のAOは名称をOffice of Ad-

missions and Records とし，４部門45名から構成され

ている。

Ａ．Evaluation部門

入学希望者の成績評価を行う。米国内からの希望者

表１ . 米国の教育システム

　　　( )内は修了年数

Elementary School (6)

Junior High School (2)

High School (4)

High School (6)

College or University (4-5) 2-year College (2)

Graduate or Professional School (2-8)
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の高校間格差の補正や，国外入学者の成績評価・履修

要件の検討も業務とする。州間の差異（格差）は毎年

変化するようである。スーパーバイザー他９名で運

営している。

Ｂ．Information部門

入学情報の企画・作成・発信，入学希望者データベー

スの管理が業務。ホームページへの掲載，資料請求者

への発送のみならず，SATやACTの受験者への情報

提供も行っている。マネージャー他２名の少数精鋭

グループである。

Ｃ．Admissions Counselor部門

スタッフ６名で，学外への広報活動を一手に引き受

けている。多数の大学が参加して行うフェアーへの

参加，州内の各高校・コミュニティーカレッジへ出向

いての進学説明会が主要な業務となる。企業への広

報も担当し，交渉が成立すれば，企業内での講義や企

業職員の大学での講義の受講が実現する。

Ｄ．Registration部門

在籍学生の成績を管理するとともに履修相談を担当

している。卒業に必要な履修単位を在学生にアドバ

イスすることも重要な業務である。また，ドロップア

ウトが入学者の半数を越えているので，再入学や他

大学への編入が頻繁に発生し，過去の在学生の成績

管理も重要な仕事となっている。これらの煩雑な作

業のため23名が働いている。

　ポートランド州立大学はAOの任務として，入学者

の動機付けをすること（encourage），適切な時期に適

切な情報を流すこと，速やかに応対することをあげ

ている。入学希望者やその関係者を大学に招き，説明

会，キャンパスツアーを実施しているが，希望者には

教授との個別面談も行っている。また，地元高校との

単位互換の制度や企業職員の受講制度など，地域に

根ざした教育活動を行っており，その一翼をAOが

担っている。

2. 2 ウィスコンシン大学マジソン校

　学部学生総数27,000名。白人が85%、州外出身者

は30%。学生と教官の比は11:1。入学はかなり難しい。

15,000 名の応募者に対し10,500 名が入学許可され

4,700名が入学する。一方，転入者は5,000名の応募が

あり，2,800名が合格を許可され，1,750名が入学する。

州内出身者の年間授業料は2,700ドル、州外出身者は

9,800ドル。新入生の45%が奨学金を獲得。ローンの

平均は3,600ドル。今回訪問した工学部では、フルタ

イムの学生であることを強く希望している。特に化

学科は世界有数の教授陣を揃えているため、入学も

進学も競争的である。判定により，合格・不合格・未

定に分けられ，未定はクラスの編成具合により合格

にすることがある。

　AOはOffice of Admissions とよばれ，以下の３部門

からなる。

Ａ．Operation部門

出願者のデータの入力と管理，および入学情報の提

供を行っており，スタッフ17名で構成される。デー

タはコンピュータに入力される。入学希望者との手

紙の授受等はこの部門が担当する。

Ｂ．Evaluation部門

新入学生（フレッシュマン）担当６名と，転入および

留学生担当９名で構成され，出願者の成績評価・単位

評価（入学資格判定）を行っている。ウィスコンシン

州立大学は独自の研究により，州内外の2000校に及

ぶ高校のデータをもとに高校間格差の補正表を作成

し判定に利用している。また，200校をこえる高校で

の広報活動や，100回近いカレッジフェアーへの参加

も担当する。

Ｃ．Special部門

マイノリティ教育プログラム作成やアドバイスとと

もにマイノリティの入学の対応も行っている。ス

タッフは６名。

　希望者を集めた学内のツアーもAOの担当で，週１

回の割合で実施されている。啓蒙活動も行っており，

「Science for young girls」なる名称のオープンハウスも

ある。

2. 3 オハイオ州立大学

　一時は東部一の学生数を誇っていたが、現在は学

部学生総数35,500名である。フレッシュマンは8,553

名、トランスファー（転入）は6,260名である。4期

制を採用しており、学生と教官の比は14:1である。比

較的入学しやすい。昨年度は24,564名の応募者のう

ち19,395名が入学許可され、8,553人が入学した。州

内出身者の授業料は年間3,700 ドル、州外出身者は

11,300ドルであり，州内出身の白人学生の占める割合

が80%に達する。州外出身者は10%。65%は何らか

の形で奨学金を得ることができ，平均奨学金は2,500

ドルである。

　Admissions Officeは，Registration部門（入学願書の

受け付け登録）・Undergraduate  Admiss ion 部門
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（freshmanとtransferの入学）・International Professional

Graduate Admission部門（留学生，大学院生等の入学）・

System部門（コンピュータの管理運営）・Financial Aid

部門（奨学金）・Personnel部門（人事）の６部門に分

かれ，通常230名の職員が働いているが，繁忙期には

さらに多数のパートタイム職員を採用している。応

募者数はフレッシュマンが 23 , 0 0 0 名，トランス

ファーが20,000名，留学生・大学院生が20,000名だ

が，トランスファーは各学部が入学判定を下す。判定

基準は他大学同様高校の成績とACTあるいはSATの

成績であるが，様々な不利な条件を考慮するものと

して２次資料（Secondary Consideration）がある。例

えば，優秀な高校に在学していたとか，経済的に恵ま

れない環境にいたとか，特定の科目の成績が優秀で

あった志願者を，総合点が低くても入学させること

がある。

　AOは全国のフェアーに参加するほか，州内外の高

校に赴いて説明会を実施している。９月から11月ま

での３カ月間で，州内700校州外200校を手分けして

訪問する。これらによって情報を得て，大学を訪問す

る入学希望者は年間4,000から6,000名を数える。オ

ハイオ州立大学では「大学訪問こそ大学を知る最善

の方法である」としており，積極的に宣伝している。

訪問当日は，Student Visitor Centerで専門スタッフと

の会合がもたれ，入学情報，奨学金についての情報，

カリキュラム，施設，学部の情報等が提供される。

　入学後の興味ある行事として，保護者も参加でき

る１泊２日のオリエンテーションがある。オハイオ

州立大学では，入学後１～３年後の学部移行（主専攻

決定）に際して各学部が大きく異なる要件（履修科

目・単位数・成績基準等）を課している。そのため，

希望学部に合わせた履修をする必要がある。この周

知もAOの重要な業務である。また，移行に際しても，

個別相談に応じるスタッフが相当数配置されている。

2. 4 カリフォルニア大学バークレー校

　入学は非常に難しい。志願者のうち 14,000 人が

GPA４（最高点）以上である（高校で行われる授業

の中で大学レベルのもの，あるいは大学の講義を受

けた場合に評定５をつけるのでGPAが４を越える場

合がある）。学生総数21,400人で、男女比は1:1に近

い。学生と教官の比は17:1。新入生の6割をマイノリ

ティ（マイノリティの定義としての女性は含まない）

が占める。競争率3倍。州外出身者はわずか10%にす

ぎない。昨年は27,000人の応募者があり、8,000人を

入学許可し3,500人が入学した。州内出身者の授業料

は年間4,400ドル、州外出身者は13,400ドルで、奨学

金の平均は5,700ドル、ローンの平均は3,500ドルで

ある。今年度受験者（1998秋入学予定）から新しい

試みを始めた（細川 1998）。今年度入学者のうち半数

を，これまでの成績（高校および全国テスト）に加え

て２ページの小論文（Essay）と志願者の環境（経済

的状況，地理的環境，課外活動等）と経歴を考慮して

選考している。30,000名近い応募者にこの方法を適用

することは大幅な業務の増加を意味する。この評価

もAOの職員が行っている。このため，スタッフは半

年間のトレーニングを行った。通常，２人一組で判定

を行い，スコアの差が１以上ある時は，さらに別のス

タッフが再評価する（スコアは１～８の範囲）。いま

のところ，２人の判定がこれほど違うことはないそ

うである。

　AOはOffice of Undergraduate Admission and Relations

with Schoolsとして組織されており，以下の４部門か

ら成る。

Ａ．Application control, Information system and

computer service部門

出願書類の入力と管理およびコンピュータプログラ

ムの開発と維持管理を行う。スタッフは13名。

Ｂ．Selection and evaluation部門

入学希望者の選考・評価を行う。スタッフは23名だ

が，繁忙期にはパートタイムを雇用する。ＡとＤから

の応援もある。

Ｃ．Pre-admission advising部門

入学希望者への情報提供とアドバイスを行う。ス

タッフは５名。入学希望者からの電子メイルだけで

も週に1,000件を数える。電話による一般的な質問に

はあらかじめ用意してあるテープが回答する。

Ｄ．Outreach and office services部門

19名よりなるスタッフが，９～11月の期間州内1,500

高校を訪問して説明を行う。他の部門からの助けを

借りて総勢30名で手分けして実施する（60日x30名

＝1800校の激務）。入学希望者の大学訪問は月曜から

土曜まで毎日行っており，キャンパスツアーも毎日

実施されている。

3. まとめ

　米国のAOの組織は次のようにまとめられる。
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Ａ．Registration（登録）

入学申し込み書の配布と受領およびコンピュータ等

への登録，履修相談等も行う。大学によっては，学部

移行時までの学生の記録の保管も担当する。

Ｂ．Evaluation（評価）

入学希望者の評価を行う。Freshman（新入学者），

Transfer（転入者），International（留学生），大学院生

が対象になるが，留学生と大学院生についてはAOの

担当でない場合もある。春が繁忙期。

Ｃ．Outreach（渉外）

対外的な広報活動を行う。高校訪問とカレッジフェ

アーへの参加が重要な業務である。キャンパスツ

アーやオープンハウスを行う場合もある。秋が繁忙

期。

　Evaluation 部門と Outreach部門は繁忙期が異なるの

で，お互いに助け合うしくみになっており，スタッフ

は両方の作業をこなしている。スタッフの多くは経

歴が大学卒業以上であり，部門のリーダーは修士あ

るいは博士課程を修了している。

　これらの業務のうち，日本の大学が事務組織とし

て持っていないのはEvaluation 部門と Outreach部門で

ある。米国では大学独自の筆記試験を実施しないの

で，Evaluation部門は希望者から提出される書類をも

とに入学許可を出すか否かを判定する。教授会で判

定基準を明示すれば，あとは機械的に判定するだけ

なので，事務組織のみで機能することが可能になる

わけである。一方，日本の大学の入学要件は大学に

よって大きな違いはなく，また，今のところ自ら出向

いて勧誘するほどの危機感は抱いていない。特に，良

い大学と思っている場合には，黙っていても優秀な

学生が集まるものと信じている。これが， Outreach部

門のない理由であろうと推測される。

　新たに，AOを設置する場合，このような日米の状

況の違いを考慮する必要がある。米国型AOをそのま

ま日本で構成しようとすれば，高校の成績とセン

ター試験の結果を参考に入学選抜を行うことになる。

しかし，年間１回の実施では選抜に時間をかけるこ

とができない。また，入試の多様化として文部省が求

めているのはセンター試験を利用しない方法で，こ

れとも合致しない。もし，これが許されても，実際に

実施するためには高校間格差をうめる方策を研究し

なければならない。この研究には少なくとも数年間

の追跡調査が必要となる。

　入試の多様化という観点から米国の大学をみると，

それぞれの大学が固有の努力をしていることがわか

る（細川 1998）。ポートランド州立大学はPASSテス

トにより，序列化された成績ではなく到達度による

入試を目指している。カリフォルニア大学バーク

レー校は，成績に加えて小論文と学生の生活状況・環

境を考慮した選抜を始めた。オハイオ州立大学も同

様な資料を考慮の対象にしている。ここで注意しな

ければいけないのは，多様な入試に移行した背景に

は，学生の成績がインフレーションをおこし（学力の

向上ではなく，高校の評価が高くなっているため）成

績のみで決定できなくなってきた状況があることで

ある。すなわち，一定レベルの学力があると思われる

学生の中から優秀な学生をいかに選抜するかを目的

にしており，学力は常に問われているのである。

　入試を優秀な学生を獲得する場とみた場合，米国

の大学で実施している方策は広報以外にもある。通

常の選抜は１～３月の間に行われるが，early action と

して11月から12月の間に選抜する場合や，４期制を

採用している大学ではrolling admissionとして随時受

け付ける場合がある。これらは日本の場合の前期・後

期試験におよそ該当する。特筆すべきは，ea r l y

dicision で 11 月から 12月の間に選抜するのはearly

action と同様であるが，入学の約束を交わす点が異な

る。日本で制度上実施可能か否か不明であるが，優秀

な学生を早期に獲得する一手段である。また，奨学金

の相談を受け，入学前に奨学金の獲得を決定するシ

ステムも学生には魅力的である。場合によっては，奨

学金の有無で入学を決定せざるを得ない学生も多い

からである。

　わが国にあっても，大学をとりまく状況は日々大

きく変化している。18才人口の激減は入学希望者数

の減少と学生の学力の低下をもたらすことが，すで

に，実感され始めている。加えて，中等教育の多様化・

少時間化が2003年の新教育課程から実施される予定

である。これまでとは異なる判断基準での入学試験

や優秀な学生の勧誘が日本の諸大学に必須となる日

はそう遠くない。それに向けた新たな試みは，できる

だけ早く始めるべきであろう。
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注

１．『中央教育審議会第二次答申（1997年６月）』

（ホームページ：http://www.monbu.go.jp/singi/cyukyo/

から引用）

概要

２．大学・高等学校の入学者選抜の改善

　過度の受験競争の緩和を図る観点から、大学・高等

学校の入学者選抜について、選抜方法・尺度の多様化

を推進するなど、具体的かつ実行可能な最大限の改

善策を提言

　(1)　大学入学者選抜の改善

　　[1]　学力試験の偏重を改め、選抜方法・尺度の

多様化の推進

　　　ア）総合的・多面的な評価など丁寧な選抜（調

査書、小論文、面接等の活用）

　　　イ）ボランティアなど様々な活動経験の評価

（学校外の団体からの推薦や自己推薦の活

用等）

　　　ウ）専門高校等を対象に学校を指定した推薦

入学の枠の設定

　　　エ）地域を指定した枠の設定・拡大

　　　オ）各大学・学部における複数の選抜基準の導

入（影響力のある特定の国立大学について

後期日程の定員を拡大すること等）

   　　 カ）秋季入学の拡大　など

　　[2]　「生きる力」の育成を目指す初等中等教育を

尊重（高校の調査書の一層の活用、思考力を問

う出題、英語におけるリスニングの導入、推薦

入学の拡大など）

　　[3]　大学入試センター試験を改善（センター試

験の問題作成に高校教員の協力。センター試

験が一定水準に達していれば、各大学で学力

試験以外の資料により選抜する取組の推進な

ど）

　　[4]　入学者選抜の改善のための条件整備（アド

ミッション・オフィスの整備、ゆったりとした

入試日程の確保、入試に関する外部評価の導

入など）

　　[5]　高等教育を柔らかなシステムへ（単位互換

の推進、社会人入学の拡大など）

　このうち[4]のアドミッション・オフィスの整備に

ついての答申の全文は以下のように記されている。

　

　選抜方法の多様化や評価尺度の多元化、特に、総合

的かつ多面的な評価を重視するなどの丁寧な入学者

選抜を行ったり、調査書の重視など初等中等教育の

改善の方向を尊重した入学者選抜の改善を進めるた

めには、実施体制の整備が必要である。しかしなが

ら、こうした観点から、我が国の大学入学者選抜の在

り方を見てみると、その実施体制は十分とは言えな

い。

　アメリカの一部の大学では、相当数の専門の職員

からなるアドミッション・オフィス（Ａ．Ｏ．）が、学

生の募集から選抜までの実質的な業務を遂行してい

る。その際、Ａ．Ｏ．は、ハイスクールでの成績、Ｓ

ＡＴ（論理テスト及び教科別テスト）の成績、文化・

スポーツ活動やボランティア活動の実績などの入学

希望者に関する多面的な情報を収集・検討し、多面的

な選抜を行っている。

　我が国においても、こうした例を参考としつつ、我

が国の大学の特性を踏まえた日本型のＡ．Ｏ．の在り

方を検討し、その格段の整備を図っていくことが望

まれる。その際、日本型のＡ．Ｏ．が有効に機能する

ため、どのような役割や権能をこれに付与するか、ど

のようにこれを担う人材を確保していくかといった
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課題について、従来の大学の組織運営の在り方など

にとらわれない柔軟な発想で検討が進められること

を期待したい。また、Ａ．Ｏ．の整備に当たっては、

例えば特別の選抜方法を採るなど選抜方法の多様化

や評価尺度の多元化に積極的に取り組む大学から、

順次これを進めていくことが望まれる。


